
金
滞
古
蹴
志
巻
十
五

文
化
十
四
年
九
十
裁
に
罷
成
り
扶
持
米
賜
は
り
、
天
保
丸
年
八
月
廿

八
日
百
拾
一
歳
に
て
渡
す
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
此
の
川
上
越
に
は

む
か
し
よ
り
長
袴
の
人
甚
だ
多
し
。
奮
審
五
世
参
議
中
将
網
紀
卿
‘

寛
文
十
年
よ
り
加
越
能
三
州
の
町
・
在
男
女
九
十
歳
以
上
の
者
へ
養

l
老
料
と
し
て
扶
持
米
を
賜
は
り
た
り
。
此
の
替
政
初
め
て
施
行
あ
り

L
時
、
犀
川
川
除
町
牢
人
民
瀬
茂
左
衛
門
母
普
照
九
十
二
歳
、
同
町

織
岡
織
部
鎚
持
先
兵
衛
父
作
右
衛
門
九
十
一
哉
、
雨
入
共
に
扶
持
米

賜
は
り
け
る
に
‘
替
照
は
翌
年
十
一
月
九
十
三
歳
に
て
授
し
1

作
右

衛
門
は
周
年
十
月
九
十
二
歳
に
て
残
せ
り
。
叉
川
上
新
町
越
中
屋
奥

兵
衛
母
つ
や
、
明
和
八
年
に
九
十
歳
扶
持
賜
は
り
、
天
明
元
年
七
月

百
歳
に
て
捜
す
。
摩
川
懸
作
町
皆
師
石
田
高
伯
父
宗
伯
、
明
和
八
年

九
十
歳
に
て
扶
持
賜
は
り
、
天
明
四
年
十
月
百
三
裁
に
て
捜
す
。
文

陣
川
川
除
町
泉
屋
又
右
衛
門
母
い
ち
.
寛
政
五
年
九
十
歳
に
て
扶
持

賜
は
り
、
享
和
三
年
十
二
月
百
歳
に
て
授
す
。
同
町
尼
妙
窪
、
文
化

元
年
九
十
裁
に
て
扶
持
賜
は
り
‘
同
十
二
年
正
月
百
一
設
に
て
援

す
。
叉
川
上
菊
川
町
俵
屋
郷
き
ょ
、
文
化
十
一
年
九
十
歳
に
て
扶
持

賜
は
り
、
文
政
十
年
五
月
百
三
裁
に
て
渡
す
。
川
上
藤
棚
越
中
屋
紋

七
母
そ
よ
、
文
化
九
年
九
十
歳
に
て
扶
持
賜
は
り
、
文
政
十
一
年
八

の
東
の
小
谷
に
菊
多
し
。
此
谷
の
菊
の
滴
り
流
出
づ
る
に
依
っ
て
、

菊
水
川
と
も
い
へ
り
。
共
所
を
菊
混
と
名
付
け
‘
往
昔
菊
水
を
飲
ん

で
長
生
せ
し
者
あ
り
し
と
い
へ
り
。
聞
事
昌
披
問
答
に
も
、
犀
川
の

水
源
は
西
谷
・
東
谷
と
て
二
川
あ
り
。
西
谷
大
陣
子
谷
東
の
左
の
小

谷
に
自
然
に
生
守
る
菊
あ
り
。
依
り
て
犀
川
の
河
水
に
て
遺
る
酒
を

ぽ
菊
酒
と
呼
ぺ
り
。
い
に
し
へ
よ
り
此
流
を
春
み
て
長
瀞
を
得
る
と

い
ひ
停
ふ
る
た
り
と
あ
り
。
さ
れ
ば
犀
川
川
上
の
町
々
に
住
み
居
る

男
女
の
多
く
長
生
す
る
、
是
偶
然
と
は
い
へ
ど
も
バ
若
し
く
は
古
停

訟
の
如
く
菊
水
川
の
菊
の
滴
り
を
呑
む
ゆ
ゑ
・
な
り
と
い
う
て
可
た
ら

ん
か
。
夫
木
集
に
、

震
の
う
へ
に
菊
ほ
り
う
ゑ
て
甲
斐
の
園

鶴
の
郡
を
う
つ
し
て
ぞ
見
る

右
歌
註
に
云
ふ
o
風
土
記
云
。
甲
斐
園
鶴
郡
有
昌
菊
花
山
一
流
水
洗
v
菊・

飲
昌
英
水
-
人
・
帯
如
v
鶴
云
々
。
と
あ
り
。
和
訓
棄
に
云
ふ
o
荊
州
記

に
、
都
服
北
有
a
菊
水
-
-
Z
L
H
O

菊
川
は
遠
江
た
り
。
中
納
言
宗
行
卿

承
久
三
年
に
宿
の
桂
に
書
き
つ
け
給
ふ
。
背
南
陽
勝
之
菊
水
汲
-
-
下

流
-
延
v
齢
。
今
東
海
道
之
菊
川
宿
昌
西
岸
-
失
v
命
と
。
太
平
記
に
光
親
卿

と
書
け
る
は
穆
た
る
ぺ
し
と
い
へ
り
。
此
は
菊
水
川
の
考
詮
に
引
く

金
揮
官
践
志
巻
十
五

五
O 

月
百
六
裁
に
て
援
す
。
叉
犀
川
上
川
除
町
鷹
栖
屋
婦
と
わ
母
っ
き
、

文
政
五
年
九
十
歳
に

τ扶
持
賜
は
り
、
天
保
三
年
六
月
百
裁
に
て
渡

す
。
川
上
松
本
町
能
登
屋
善
右
衛
門
後
家
つ
ぎ
、
文
化
十
三
年
九
十

歳
に

τ扶
持
賜
は
り
、
天
保
三
年
十
二
月
百
六
歳
に
て
渡
す
。
川
上

宮
山
町
潟
地
屋
長
兵
衛
後
家
そ
め
、
文
政
七
年
九
十
歳
に
て
扶
持
賜

は
り
、
天
保
五
年
五
月
百
裁
に

τ残
す
。
川
上
竹
崎
町
古
木
屋
六
兵
衛

後
家
い
そ
.
文
政
七
年
丸
十
歳
に
て
扶
持
賜
は
り
、
天
保
六
年
四
月
百

一
裁
に
で
残
す
。
川
土
菊
川
町
大
久
保
屋
又
八
後
家
ま
つ
、
天
保
八
年

比
九
十
歳
に
て
扶
持
賜
は
り
、
嘉
永
三
年
六
月
百
三
裁
に
て
残
す
。

ハヘ》

川
上
松
本
町
大
桑
屋
久
兵
衛
母
す
ゑ
、
天
保
十
二
年
九
十
裁
に
て
扶

持
賜
は
り
、
嘉
永
五
年
十
二
月
百
一
歳
に
て
夜
す
。
川
上
中
野
町
七
原

屋
嬬
き
ょ
方
向
居
木
津
屋
長
右
衛
門
、
天
保
十
三
年
九
十
裁
に
て
扶

持
賜
は
り
、
嘉
永
五
年
十
二
月
百
歳
に
て
残
せ
り
。
此
の
外
丸
十
歳

扶
持
米
賜
は
り
、
百
裁
に
不
v
及
し
て
夜
せ
し
男
女
醤
だ
多
し
。
按
・
?

る
に
、
寛
文
十
年
以
来
金
滞
市
中
の
男
女
養
老
扶
持
米
を
賜
は
れ
る

も
の
許
多
た
り
と
い
へ
ど
も
、
此
の
陣
川
川
上
の
如
き
共
の
人
名
甚

だ
多
く
し
て
、
殊
に
宵
歳
以
上
の
人
多
き
事
諸
町
民
越
え
た
り
。
依

り
て
思
ふ
に
‘
土
屋
義
休
が
大
路
水
経
に
、
犀
川
の
水
源
大
障
子
谷

の
み
。
O
藤

棚

川
上
白
山
枇
の
境
内
に
、
そ
の
か
み
藤
棚
あ
り
。
故
に
世
人
此
の
地

越
を
ば
藤
棚
と
呼
べ
り
a
然
る
を
明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
町
名
改

正
の
時
、
枇
遜
の
数
戸
に
藤
棚
の
町
名
を
立
て
た
り
。

。
藤
棚
白
山
神
社

此
の
枇
は
、
藤
羽
越
三
百
三
十
飴
戸
の
産
土
紳
に
て
‘
従
前
は
山
伏

成
縮
寺
世
々
奉
仕
す
。
此
の
駐
は
奮
枇
に
も
非
・
?
。
此
の
地
遜
む
か

し
は
河
原
注
り
し
を
.
享
保
の
頃
築
出
し
町
地
と
成
し
た
る
頃
、
山

伏
成
繭
寺
此
の
地
に
白
山
祉
を
創
立
し
て
別
賞
と
成
り
、
元
よ
り
氏

子
も
友
き
枇
た
り
し
か
ど
、
共
の
後
石
浦
一
柳
枇
の
氏
子
賞
枇
を
信
仰

し
て
氏
子
と
注

p
.
今
日
に
至
れ
り
と
一
宮
へ
り
。
明
治
二
年
紳
働
混

瀦
御
陵
止
に
付
き
、
別
賞
成
稿
寺
復
飾
し
て
紳
験
と
成
り
、
同
五
年

十
一
月
村
祉
に
列
せ
ら
れ
‘
悶
傘
を
置
か
れ
た
り
。
然
る
に
同
十
八

年
四
月
八
日
の
夜
、
摩
川
洪
水
の
矯
め
枇
地
過
半
欠
け
て
水
中
と
成

り
‘
本
殿
等
流
失
す
。
依
り
て
共
の
後
枇
地
を
移
柑
押
し
、
今
は
川
上

新
町
民
一
肱
殿
を
鎗
替
た
し
た
り
。
そ
の
奮
枇
地
は
全
く
川
中
と
成
り

た
り
。

五




